
港北芸術祭実行委員会　委員名簿祝辞

港北芸術祭25周年によせて
港北芸術祭が25周年を迎えられましたこと、誠におめでとうございます。
実行委員会委員である区内在住の芸術家の皆様におかれましては、実に四半世紀も
の長きにわたり、企画運営にボランティアで携わっていただいており、改めて深く敬
意を表し、心より感謝申し上げます。
文化芸術は人の心を豊かにし、創造性を育み、明日を生きる活力を与えてくれます。
時代や国境を超えた共感を生み出し、人と人とを結びつける力を持っています。互い
を尊重し、多様性を受け入れる豊かな社会であるためにも、文化芸術はなくてはなら
ないものです。
「物の豊かさ」から「心の豊かさ」へと人々の価値観が移行し、多様化してきたこ
の四半世紀の間、港北芸術祭は、区民の皆様が質の高い文化芸術に身近に触れられる
機会や、地域で文化活動を行っている皆様が成果を発表できる機会を数多く提供して
こられ、そのジャンルは実に多彩です。港北芸術祭は、区民文化の振興、ひいては豊
かな地域社会づくりに、大きな役割を果たしてこられました。
また港北区ではこの間、一層のまちづくりが進み、市内全18区で最も人口が多い、
活力あふれる区へと発展しています。毎年趣向を凝らした多彩な催しが開催される港北
芸術祭は、港北区の文化芸術のシンボルとして、幅広い世代の区民の皆様に支持され、
愛されています。今後も、誰もが心豊かにいきいきと暮らせる港北区でありますように、
この素晴らしい芸術祭の活動がますます発展し、末永く引き継がれていきますことを、
心よりご期待申し上げます。
実行委員会の皆様、並びに関係者の皆様のご健勝とご活躍を、心よりお祈り申し上
げまして、25周年のお祝いの言葉といたします。
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港北芸術祭25周年によせて
港北芸術祭25周年、誠におめでとうございます。心からお祝い申し上げるとともに、
委員の一人として、港北芸術祭に携われていることを大変嬉しく思います。
港北芸術祭は、主に鑑賞型事業と参加型事業の２つの事業で構成されています。
鑑賞型事業では、平成５年以来、延べ84本もの公演を鑑賞する機会をご提供いただき
ました。参加型事業では、幅広い世代の方が参加できる多彩なプログラムをご用意して
いただき、両事業合わせて、毎年、約１万人の皆様にお楽しみいただいております。
港北区は、東京と横浜都心部の中間に位置し、文化的指向が両地域に流れる傾向に
ある中、これほど多くの皆様をお迎えすることができていますのも、歴代の実行委員の
皆様の大変なご努力と、文化芸術を愛する区民の皆様の裾野の広さ、まさに「豊かな
市民力」の成せる技であり、お支えくださいました全ての皆様に心から感謝申し上げ
ます。
文化芸術は、私たちに感動や喜び、時に衝撃を与え、創造力へとつながっていきます。
この創造力こそが、様々な課題を解決するための原動力になっていきます。また、
文化芸術がもたらす感動は、様々な社会的属性を越えて共感を生み出す力となります。
すなわち、文化芸術は、人と人とをつなぎ、地域課題の解決に向けてコミュニティを
活性化させることにもつながっていきます。
区政運営の基本目標である「活気にあふれ、人が、地域がつながる『ふるさと港
北』」の達成に向けては、文化芸術に触れることができる豊かな環境を整えていくこ
とが大切です。実行委員会の皆様をはじめ区民の皆様のお力添えをいただきながら、
取り組んでまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
港北芸術祭の益々のご発展と、実行委員会並びに関係者の皆様のご健勝とご活躍を
心より祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。
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チェロ奏者
　元ＮＨＫ交響楽団首席奏者。現在、水戸室内管弦楽団メンバー。東京音楽大学客員教授。日本チェロ協会副会長。平成
28年度の港北芸術祭では、サンドアート・クラシックを提案し、自身も父娘チェロ演奏で共演。
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塩坂　靖子
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押し花作家
　現代手工芸作家協会特別理事。平成７年協会展大賞、世界らん展’89美術工芸部門ブルーリボン賞受賞。柳川押し花一
級講師。押し花教室「季翔会」主宰。落語や人形劇など、舞台系の企画が多い。 
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五大　路子
平成５年度～

女優
　「横浜夢座」主宰。平成20年松尾芸能賞演劇優秀賞、平成23年長谷川伸賞、平成24年横浜文化賞、平成27年神奈川文
化賞を受賞。平成27年「横浜ローザ」のニューヨーク公演を行う。横浜の歴史などを扱った自身が出演する舞台の企画が
多い。 

中村　博之
平成５年度～

声楽家
　「かながわゴールデンコンサート」主宰。「港北区コーラスの集い」元顧問（平成20年度まで港北芸術祭主催）。元横
浜音楽文化協会副会長。二期会会員。声楽のコンサートを企画。

平賀　三男
平成５年度～

ジャズトロンボーン奏者
　区政70周年（平成21年度）記念事業として、プロのジャズ奏者指導による中学生ジャズコンサートを企画。平成22年
度及び25年度は、本場アメリカのプレイヤーを招聘し、ジャズコンサートを企画。 

三橋　貴風
平成５年度～

尺八演奏家
　港北三曲会会長。平成21年文化庁芸術祭大賞、平成22年文化庁芸術選奨文部科学大臣賞、横浜文化賞、平成23年紫綬
褒章ほか、数多くの賞を受賞。琴古流尺八大師範。琴古流尺八貴風会家元。大阪音楽大学客員教授。 

江﨑　司 舞踊家 実行委員在籍： 平成 5～ 13年度

熊田　正春　※初代会長 日吉病院名誉院長 実行委員在籍： 平成 5～ 15年度

嶋村　尚美 港北芸能協会元会長 実行委員在籍： 平成 5～ 12年度

田山　力哉 映画批評家 実行委員在籍： 平成 5～８年度

深沢　和子 舞踊家 実行委員在籍： 平成 16～ 22年度

山岡　優子　※二代目会長 ピアニスト　 実行委員在籍： 平成 5～ 20年度

山本　貞　　※三代目会長 洋画家　 実行委員在籍： 平成 5～ 28年度

横山　日出夫
平成26年度～

港北区長

退任委員（五十音順）

岡　幹絵
平成５年度～

コンサートの企画、構成、マネジメント
　大倉山記念館で26年間、毎週水曜日にコンサートを開催。横浜文化奨励賞のほか、数々の賞を受賞。大倉山水曜コン
サート終了後、活動の全てを総括した本「町に音楽を」（出版）は、日本図書館協会選定図書、横浜市立図書館推薦図書
になる。専門のクラシック音楽のほか、知られざる伝統文化・芸術の紹介に努める。  
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